
申請書 〈主治医〉→〈薬剤部〉→〈化学療法委員会〉

計画書 〈主治医〉　　→　　〈薬剤部〉

芳珠記念病院化学療法委員会

治療レジメン名 ：

申請医 ： 佐藤　成樹Dr　

投与方法 投与量 投与日 クール

div
800～1000

mg/m2 D1 3～4週間

対象（適応癌種）

コメント

投与基準

減量基準

主な副作用

参考文献

身長：　　　　　cm

体重：　　　　　kg ㎡

投与方法 投与速度 標準投与量 計算量

Rp1
250

mL/hr

Rp3
500

mL/hr

薬剤名

ダカルバジン(DTIC)

化学療法治療レジメン ≺

悪性黒色腫-4　ダカルバジン
（1回投与法）

総投与時間 ： 約1時間30分

催吐性リスク ： 高度 最新登録日 ： 2022年　9月

悪性黒色腫

・ダカルバジンによる血管痛予防のため、点滴経路全般を遮光して投与する。

臨床試験などに記載なし

臨床試験などに記載なし

ダカルバジン ： 悪心・嘔吐、血管痛、肝機能障害、食欲不振

ダカルバジン添付文書
がん化学療法ワークシート第4版　p166～170
エビデンスに基づいた癌化学療法ハンドブック2012　p470～472

治療予定期間：　　　　　　年　　　　月　　　　日　より　　　　　　　　　　　　の間　 薬剤師 薬剤師

処方医師　： 適応癌種　：

患者ＩＤ :　　　　　　　　　　年齢 ：
備考：

体表面積 ：
患者氏名　：

薬品名　【　投与量　】 投与日

デキサート　9.9mg（適宜減量）
グラニセトロン　1A
生食　100mL

div
(ケモセー

フ）
D1

Rp2

ダカルバジン【　　　　  mg/body】
溶解用注射用水（　　　mL) 1Vにつき
10mL
生食　250mL
※点滴瓶・ルートとも遮光必要

300
mL/hr

800～1000

mg/m2

mg/body

生食　50mL

アプレピタント使用

ダカルバジン（1日投与法）


